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玄海原子力発電所２号機の１次冷却材中のヨウ素濃度上昇について

調査結果の連絡がありました 

 

 

 １１月７日、九州電力から、運転中の玄海原子力発電所２号機の１次冷却材

中のヨウ素濃度が上昇傾向にあり、燃料集合体に漏えいが発生した疑いがある

ことから、燃料集合体全数（１２１体）の調査を行う、との連絡を受けました。 

 また１２月１２日には、九州電力から、燃料集合体全数の調査を行ったとこ

ろ、１体に漏えいが確認された、今後、超音波及びファイバースコープによる

調査を実施する、との連絡がありました。 

（11 月 7 日、12 月 12 日にプレスリリース済、環境への影響なし） 

 

その後、九州電力では、漏えいが認められた燃料集合体について、超音波及

びファイバースコープによる調査等を実施していましたが、その調査結果につ

いて、本日、以下のとおり連絡がありましたのでお知らせします。 

 

 

〔九州電力からの連絡概要〕 
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○ 漏えいが認められた燃料集合体の燃料棒全数（１７９本）について超音波

による調査を実施した結果、燃料棒１本に漏えいが認められた。 

○ 漏えいが認められた燃料棒について、ファイバースコープによる調査を実

施した結果、異物の混入、損傷及び著しい腐食などの異常は認められなか

った。 

○ 今回の１次冷却材中のヨウ素濃度上昇は、燃料棒に偶発的に発生したピン

ホール（目に見えないほどの小さな穴）からの微少な漏えいが原因と推定

される。 

○ なお、今回漏えいが確認された燃料集合体は、使用済燃料として扱い、再

使用しないこととする。 
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